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1. はじめに 

我々は農地に Web カメラやフィールドサーバ

を設置して作物や農作業の様子を遠隔地から観

察 で き る 農 地 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム

(http://kansatu.net)を開発・運用している[1]．

本システムでは毎日 5 時から 18 時までの間，1

時間に 1 枚農作物を自動撮影する．また，人感

センサ付き Web カメラを開発し，人感センサが

検知した際に自動撮影することにより，農作業

の様子も記録している．さらに，農地の環境モ

ニタリングや映像監視等を行うフィールドサー

バ[2]も設置し，センシング機能を利用した環境

データ（気温，日射量，土壌温度など）も収集

している． 

平成 23 年度からは岩手県内の小学校で実施さ

れているリンゴの農業体験学習で本システムを

活用し，児童のリンゴへの興味喚起などの効果

が示唆された．平成 25 年度には本システムで撮

影された画像や環境データ（以下，圃場デー

タ）を活用した理科や社会科の学習教材（作物

の生育過程と気温との関係等）を開発し，小学

校 3 年生の授業で活用した．その結果，圃場デ

ータを活用した学習教材が農作物の成長や農作

業を学ぶために役立つことが示唆された[3]． 

しかし，人感センサ検知時に撮影される画像

（以下，センサ検知画像）は年間 5 万枚以上記

録され，農作業者が写っていない画像も含まれ

るため，センサ検知画像から授業に活用できる

農作業画像を検索することが困難であった．そ

のため，教員がセンサ検知画像を活用した学習

教材を作成することはなく，圃場データのほと

んどは学習のために活用されていなかった．そ

こで，センサ検知画像から農作業画像の検索容

易性の向上を目的とし，センサ検知画像へ農作

業に関するメタ情報を付与する農作業情報自動 

 
図 1.教材作成支援システム構成 

 

付与機能を開発した．本機能では，画像処理技

術を用いて作物の変化や農業用機械を検出する

ことにより，農作業内容を推定する． 

2. 圃場データを活用した教材作成支援システム 

図 1 に圃場データを活用した教材作成支援シ

ステムの構成を示す．教材作成支援システムは

以下の 3つの領域から構成される．  

（1）データ収集・分析 

圃場データを収集し，データベースに蓄積す

る．また，センサ検知画像から人が写っていな

い画像を取り除き（フィルタリング），農作業

に関するメタ情報を付与する． 

（2）データ加工 

センサ検知画像に付与されたメタ情報を活用

し，各教科の学習指導要領に対応した素材集や

教員が定義した素材集を生成し，データベース

に蓄積する． 

（3）データ統合 

素材集を用いて教材を作成する．各科目の学

習単元ごとに教材テンプレートをあらかじめ用

意し，教員が教材テンプレートに素材やテキス

トを埋め込むことによって教材を作成する．ま

たは，教員が自由に素材を検索・組み合わせて

教材を作成する．作成された教材はデジタル教

科書の関連する科目の単元とリンクされる． 
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（1）農作業者の有無の判定

検知画像の入力

（2）作物変化による判定

（3）機械・道具による判定

（4）撮影時期による判定

「その他」（作業なし）
をメタ情報として付与

「剪定」、「摘花・摘果」、「葉
摘み・実まわし」のいづれか
をメタ情報として付与

「施肥」、「病害虫防除」、「草生
管理」、「シルバーシートしき」の
いづれかをメタ情報として付与

作業者がいない

作業者がいる

撮影時期に対応する作業に
分類

作物に変化あり

機械・道具あり
作物に変化なし

機械・道具なし

メタ情報付き検知画像の出力  
図 2 センサ検知画像へ付与する農作業情報の 

決定手順 

 

本稿で提案する農作業情報自動付与機能は図 1

のデータ収集・分析に位置付けられる． 

3. 農作業情報自動付与機能 

3.1 農作業情報自動付与機能の概要 

図 2 にセンサ検知画像に付与する農作業情報

の決定手順を示す．農作業情報自動付与機能で

は，センサ検知画像に写っている農作業の内容

を自動的に判断するため，（1）農作業者の有無

の判定，（2）撮影時期による判定，（3）機

械・道具による判定，（4）作物変化による判定，

の 4 つの判定によって，画像に付与する農作業

情報を決定する．農作業情報は過去のセンサ検

知画像を分析して確認できた 10 種類の作業項目

（剪定，施肥，摘花など）とする．また，セン

サ検知画像は 1日単位で管理され，1日に 1つの

農作業情報を付与することとする． 

3.2 機械・道具による農作業内容の自動判定 

図 2(1)，(2)，(4)については先行研究[4]で開発

された．本研究では(3)機械・道具による判定機

能を開発した．圃場で撮影されたセンサ検知画

像の中から機械や道具を用いた農作業の様子を

撮影した画像を目視で抽出し，農作業ごとに分

類した．抽出された機械・道具を用いた代表的

な農作業の例を表 1に示す． 

本研究では，近年の物体認識技術の中でもマ

ルチプラットフォームに対応し，幅広い場面で

画像処理を行うことができる OpenCV を活用し，

パターン認識を用いて特徴点抽出を行った．セ

ンサ検知画像に特徴点を描画した画像の例を図 3

に示す．これにより，画像中に物体があること

がわかり，撮影日時と物体の大きさから農作業

内容を判定に役立てることができる． 

 

 

表 1 機械・道具を用いる代表的な農作業の例 

農作業 農薬散布 剪定 草苅 

機械・道具 農薬散布車 剪定鋏 草刈機 

 

 
図 3 パターン認識による特徴点抽出画像の例 

 

4. おわりに 

本稿では，膨大なセンサ検知画像から農作業

画像の検索容易性の向上を目的とし，OpenCV

を用いて画像処理を行った結果から農作業情報

を判定する手法を提案した．また，農薬散布車

が撮影されている画像を対象にパターン認識に

よる特徴点抽出を行った．今後はより小さい機

械や道具活用時の画像でも特徴点を抽出し，農

作業内容の判定に活用可能かどうか検討する．

また，農家でない人がセンサ検知画像を目視で

農作業情報を付与した場合にかかる時間と本機

能によって付与した場合で作業時間を比較し，

農作業情報付与への時間短縮を示す．さらに，

付与された農作業情報の正確性を検証する． 
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